
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 令和元年11月14日

【四半期会計期間】 第47期第２四半期(自 令和元年７月１日 至 令和元年９月30日)

【会社名】 株式会社アサンテ

【英訳名】 ＡＳＡＮＴＥ ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥＤ

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 宗政 誠

【本店の所在の場所】 東京都新宿区新宿一丁目33番15号

【電話番号】 03-3226-5511(代表)

【事務連絡者氏名】 経理部長 富永 哲夫

【最寄りの連絡場所】 東京都新宿区新宿一丁目33番15号

【電話番号】 03-3226-5511(代表)

【事務連絡者氏名】 経理部長 富永 哲夫

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社アサンテ(E27303)

四半期報告書

 1/17



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第46期

第２四半期累計期間
第47期

第２四半期累計期間
第46期

会計期間
自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成31年４月１日
至 令和元年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成31年３月31日

売上高 (千円) 8,015,484 8,238,973 14,501,203

経常利益 (千円) 1,672,100 1,783,451 2,314,374

四半期(当期)純利益 (千円) 1,121,217 1,201,053 1,515,720

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 1,156,410 1,156,410 1,156,410

発行済株式総数 (株) 12,341,900 12,341,900 12,341,900

純資産額 (千円) 12,479,061 13,409,065 12,541,077

総資産額 (千円) 16,179,439 16,783,647 16,077,163

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 90.85 97.32 122.81

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 27.00 30.00 54.00

自己資本比率 (％) 77.1 79.9 78.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,270,177 849,376 1,722,084

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △7,188 △18,241 △137,573

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △374,304 △300,198 △769,080

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 8,339,041 8,796,725 8,265,788
 

 

回次
第46期

第２四半期会計期間
第47期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

自 令和元年７月１日
至 令和元年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 43.40 49.87
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変更

はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。
　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　
(1)財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善を背景に緩やかな回復基調で推移する一方で、企

業の人手不足感が高い水準にありました。また、個人消費は持ち直しの動きが見られたものの、力強さに欠ける状

況が続きました。

　当社市場におきましては、既存住宅の流通、リフォーム市場の拡大に向けた住宅政策は一層推進され、既存住宅

の長寿命化に対する認知度は高まりつつありますが、消費者の節約志向は依然として根強く、当社サービスの需要

拡大を抑制する要因となっております。

　このような状況下において、当社は４月に組織体制を管理、営業、コンプライアンスの三本部制に移行し、各部

門の機能強化と意思決定の迅速化を図りました。この新体制のもと、採用・教育体制の強化、生産性の向上、営業

エリアの拡大を推進するとともに、コンプライアンスを強化してお客様満足度の向上に努めました。なお、営業エ

リアの拡大につきましては、新規エリアとなる兵庫県に阪神営業所を開設いたしました。

　販促活動としては、「シロアリバスターズ®」をメインとしたＣＭ、新聞折込、ＷＥＢ広告を実施するとともに、

サッカーチームとのスポンサーシップ契約を活用した広告・販促と、８頭に増えた探知犬の活用により、当社の認

知度向上を図り、白蟻防除や地震対策の必要性を社会に訴求してまいりました。

 
①財政状態の状況

当第２四半期会計期間末における資産は、前期末比706百万円増加の16,783百万円となりました。主な要因は、現

金及び預金の増加530百万円、売掛金の増加179百万円であります。

負債は、前期末比161百万円減少の3,374百万円となりました。主な要因は、役員退職慰労引当金の減少132百万円

であります。

純資産は、前期末比867百万円増加の13,409百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加であります。

この結果、自己資本比率は79.9％となりました。

 
②経営成績の状況

当第２四半期累計期間における売上高は、前年同期比223百万円増加（2.8％増）の8,238百万円となりました。

売上原価は、前年同期比48百万円増加（2.2％増）しました。その結果、売上総利益は同175百万円増加（3.0％

増）の6,012百万円となり、売上総利益率は同0.1ポイント上昇して73.0％となりました。

販売費及び一般管理費は、主に広告宣伝費の増加により、前年同期比54百万円増加（1.3％増）しました。

この結果、営業利益は前年同期比120百万円増加（7.3％増）の1,772百万円、営業利益率は同0.9ポイント上昇し

て21.5％となりました。経常利益は同111百万円増加（6.7％増）の1,783百万円、四半期純利益は同79百万円増加

（7.1％増）の1,201百万円となりました。

 
(経営成績に関する特記事項)

　当社の業績（特に利益）は、第２四半期累計期間に偏重する傾向があります。これは、例年５月をピークとして

４月から７月頃まで、白蟻の活動が活発化し、白蟻防除関連の売上高が増加するためであります。この季節的変動

により、四半期会計期間末ごとの財務内容、経営指標にも変動が生じます。　

 
なお、当社は単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前期末比530百万円増加の8,796百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により増加した資金は849百万円となりました。主な増加要因は、税引前四半期純利益1,783百万円、主

な減少要因は、法人税等の支払額406百万円、売上債権の増加額176百万円であります。なお、前年同期の増加した

資金は1,270百万円でした。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は18百万円となりました。なお、前年同期の減少した資金は７百万円でした。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により減少した資金は300百万円となりました。主な減少要因は、配当金の支払額333百万円でありま

す。なお、前年同期の減少した資金は374百万円でした。

 
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

　

(4)研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は１百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,000,000

計 42,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(令和元年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(令和元年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,341,900 12,341,900
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 12,341,900 12,341,900 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

令和元年９月30日 ― 12,341,900 ― 1,156,410 ― 856,410
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(5) 【大株主の状況】

  令和元年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ムネマサ 東京都杉並区永福一丁目39番23号 3,750,000 30.39

宗政 誠 東京都杉並区 856,425 6.94

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 482,500 3.91

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE
FIDELITY FUNDS
(常任代理人 香港上海銀行東京支
店 カストディ業務部)

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
(東京都中央区日本橋三丁目11番１号) 

381,000 3.09

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE
HCR00
(常任代理人 香港上海銀行東京支
店 カストディ業務部)

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
(東京都中央区日本橋三丁目11番１号) 

379,900 3.08

渋谷　健一 東京都調布市 361,000 2.93

GOLDMAN, SACHS& CO. REG
(常任代理人 ゴールドマン・サッ
クス証券株式会社)

200 WEST STREET NEW YORK，NY，USA
(東京都港区六本木六丁目10番１号)

333,200 2.70

アサンテ従業員持株会 東京都新宿区新宿一丁目33番15号 300,075 2.43

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 298,000 2.41

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL
(常任代理人 ゴールドマン・サッ
クス証券株式会社)

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB UK
(東京都港区六本木六丁目10番１号)

268,716 2.18

計 － 7,410,816 60.05
 

 

EDINET提出書類

株式会社アサンテ(E27303)

四半期報告書

 6/17



 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   令和元年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

123,401 ―
12,340,100

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
1,600

発行済株式総数 12,341,900 ― ―

総株主の議決権 ― 123,401 ―
 

 

② 【自己株式等】

  令和元年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アサンテ

東京都新宿区新宿一丁目
33番15号

200 ― 200 0.0

計 ― 200 ― 200 0.0
 

(注) 単元未満株式95株を保有しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(令和元年７月１日から令和元年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成31年４月１日から令和元年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度の重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  資産基準            0.2％

  売上高基準          0.6％

  利益基準            0.2％

  利益剰余金基準      0.1％
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          前事業年度
(平成31年３月31日)

当第２四半期会計期間
(令和元年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,265,788 8,796,725

  売掛金 1,879,102 2,058,283

  製品 69,327 63,651

  原材料及び貯蔵品 154,948 180,914

  その他 138,133 176,602

  貸倒引当金 △1,128 △1,234

  流動資産合計 10,506,171 11,274,941

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,517,549 1,490,636

   土地 2,952,605 2,952,605

   その他（純額） 119,820 130,530

   有形固定資産合計 4,589,975 4,573,772

  無形固定資産 23,437 21,095

  投資その他の資産   

   その他 1,007,486 943,088

   貸倒引当金 △49,907 △29,250

   投資その他の資産合計 957,578 913,837

  固定資産合計 5,570,992 5,508,705

 資産合計 16,077,163 16,783,647
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           (単位：千円)

          前事業年度
(平成31年３月31日)

当第２四半期会計期間
(令和元年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 288,297 285,087

  短期借入金 70,000 70,000

  1年内返済予定の長期借入金 254,877 255,144

  未払法人税等 456,460 567,574

  賞与引当金 279,210 271,878

  その他の引当金 － 22,800

  その他 1,143,675 953,172

  流動負債合計 2,492,520 2,425,656

 固定負債   

  長期借入金 398,653 435,331

  役員退職慰労引当金 544,672 411,796

  資産除去債務 88,425 89,333

  その他 11,814 12,464

  固定負債合計 1,043,565 948,925

 負債合計 3,536,086 3,374,581

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,156,410 1,156,410

  資本剰余金 856,410 856,410

  利益剰余金 10,527,998 11,395,827

  自己株式 △477 △584

  株主資本合計 12,540,340 13,408,062

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 736 1,003

  評価・換算差額等合計 736 1,003

 純資産合計 12,541,077 13,409,065

負債純資産合計 16,077,163 16,783,647
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成31年４月１日
　至 令和元年９月30日)

売上高 8,015,484 8,238,973

売上原価 2,178,364 2,226,818

売上総利益 5,837,120 6,012,155

販売費及び一般管理費 ※１  4,184,681 ※１  4,239,317

営業利益 1,652,439 1,772,837

営業外収益   

 受取利息 251 740

 受取保険金及び配当金 28,256 19,531

 その他 3,914 4,196

 営業外収益合計 32,422 24,468

営業外費用   

 支払利息 3,199 3,025

 リース解約損 1,346 5,710

 支払手数料 4,495 4,504

 その他 3,720 613

 営業外費用合計 12,761 13,854

経常利益 1,672,100 1,783,451

税引前四半期純利益 1,672,100 1,783,451

法人税、住民税及び事業税 544,883 511,485

法人税等調整額 5,999 70,912

法人税等合計 550,882 582,397

四半期純利益 1,121,217 1,201,053
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
  至 平成30年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成31年４月１日
  至 令和元年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 1,672,100 1,783,451

 減価償却費 64,398 55,262

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,276 △751

 賞与引当金の増減額（△は減少） △13,013 △7,332

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,577 △132,876

 受取利息及び受取配当金 △251 △740

 支払利息 3,199 3,025

 リース解約損 1,346 5,710

 売上債権の増減額（△は増加） △98,738 △176,577

 たな卸資産の増減額（△は増加） 5,870 △20,289

 仕入債務の増減額（△は減少） 17,081 △3,210

 その他 38,896 △244,253

 小計 1,700,744 1,261,417

 利息及び配当金の受取額 251 831

 利息の支払額 △3,141 △3,078

 法人税等の支払額 △427,593 △406,563

 リース解約損の支払額 △1,346 △5,514

 その他 1,262 2,284

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,270,177 849,376

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得による支出 △5,462 △15,253

 その他 △1,725 △2,987

 投資活動によるキャッシュ・フロー △7,188 △18,241

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 90,000 180,000

 長期借入金の返済による支出 △149,724 △143,055

 配当金の支払額 △308,810 △333,523

 その他 △5,769 △3,619

 財務活動によるキャッシュ・フロー △374,304 △300,198

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 888,684 530,937

現金及び現金同等物の期首残高 7,450,357 8,265,788

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  8,339,041 ※1  8,796,725
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成31年４月１日
至 令和元年９月30日)

給料及び手当 1,833,805千円 1,824,848千円

賞与引当金繰入額 197,271千円 207,417千円

退職給付費用 64,317千円 63,381千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,577千円 19,060千円
 

　

２．前第２四半期累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自 平成31年

４月１日 至 令和元年９月30日)

当社の売上高は、第２四半期累計期間に受注が集中するため、第２四半期累計期間の売上高が他の四半期会計期

間と比較して増加する傾向にあります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成31年４月１日
至 令和元年９月30日)

現金及び預金勘定 8,339,041千円 8,796,725千円

現金及び現金同等物 8,339,041千円 8,796,725千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月20日

定時株主総会
普通株式 308,542千円 25円 平成30年３月31日 平成30年６月21日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月２日

取締役会
普通株式 333,224千円 27円 平成30年９月30日 平成30年12月３日 利益剰余金

 

 

当第２四半期累計期間(自 平成31年４月１日 至 令和元年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

令和元年６月19日

定時株主総会
普通株式 333,224千円 27円 平成31年３月31日 令和元年６月20日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

令和元年11月６日

取締役会
普通株式 370,248千円 30円 令和元年９月30日 令和元年12月２日 利益剰余金

 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成31年４月１日
至 令和元年９月30日)

１株当たり四半期純利益 90円85銭 97円32銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 1,121,217 1,201,053

普通株主に帰属しない金額(千円)   

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,121,217 1,201,053

普通株式の期中平均株式数(株) 12,341,713 12,341,626
 

　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第47期(平成31年４月１日から令和２年３月31日まで)中間配当について、令和元年11月６開催の取締役会におい

て、令和元年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                               370,248千円

②　１株当たりの金額      　                     30円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  令和元年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

令和元年11月14日

株式会社アサンテ

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 戸   田   仁   志 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 宮   沢         琢 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサン

テの平成31年４月１日から令和２年３月31日までの第47期事業年度の第２四半期会計期間(令和元年７月１日から令和元

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成31年４月１日から令和元年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサンテの令和元年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象に含まれておりません。
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